
隊員本人の顔が
分かる写真

大阪府能勢町 高江 直哉 地域コミュニティ活動

【年 齢】
32歳

【出身地】
兵庫県尼崎市

【転出元】
兵庫県尼崎市

【前 職】
JICA隊員、高校教員

【活動時期】
R3.7～

（2年目）

JICA青年海外協力隊員時代、派遣先のブラジルで日系社会
の抱える問題と日本の地方が抱える問題の類似性を感じた
という経験から、帰国後は地方の課題解決に取り組みたい
と思い、応募した。募集情報は知人を通じて収集。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）seisaku@town.nose.lg.jp （電話番号）072-734-3036

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
公式サイト「のせむすび」 https://nose-circulation.com
地域おこし協力隊アカウント Facebook、インスタグラム(nose.chiikiokoshi)
里山技塾アカウント Facebook、インスタグラム(satoyama_artcollege)

連携先である町内団体「能勢なつかしさ推進協議会」とと
もに様々なイベントや企画を運営していくことで、地域コ
ミュニティが移住者や地元の方、来訪者との間で強い関係
性を構築できるようにしていきたい。その大きな柱となる
のが「里山技塾」の運営であり、任期後もこの運営を担っ
ていきたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●里山技塾の運営
能勢なつかしさ推進協議会が母体となって運営して
いる農業塾。里山の資源を副業にできる「ワザ」を
身につけるという目的で、能勢の里山に関わるワザ
を講座化（講師は地元住民）していく。現在は通年
講座「西田流栗接木剪定術」を運営。今後は道の駅
との連携講座や山の管理に関する講座を実施予定。

●能勢なつかしさ推進協議会との連携
町内の農家、店舗や学校、行政などで構成された団
体で、さまざまな地域課題に取り組む。先述の里山
技塾だけでなく、町民参加型のイベントや直売所と
の連携を図った事業などを随時企画。この秋は直売
所に自動栗むき機械を試験導入し、来客数の向上と
ハネ品の栗の活用をおこなった。

●町内の情報収集・聞き取り取材
里山技塾の受講生が卒業後に就農できるため、また
援農の仕組みづくりのために町内の農家や店舗・職
人の方々に聞き取りを行う。また、そういった町の
情報を発信・アーカイブ化するためSNSや能勢町公
式サイト「のせむすび」にて記事を随時投稿

https://nose-circulation.com/
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